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新学習指導要領	

【改訂の方針】	
•  知識・技能の習得	
•  思考力・判断力・表現力の育成	
	
バランスを重視	
	
→　言語活動の充実	

（文部科学省,	“学習指導要領”,		2009.）	
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学習指導要領改訂の背景	

【PISA調査】	
•  思考力・判断力・表現力等を問う読解力・記

述式問題、知識・技能を活用する問題に課題	
【全国学力・学習状況調査】	
•  結果を整理・分析し、解釈・考察し、説明する

問題に課題	
•  記述式問題を中心に課題	

(文部科学省,”学習指導要領解説　情報編”,2010)	
(国立教育政策研究所,	“平成２４年度　全国学力学習状況調査　報告書・集計結果について”,		2012.）	
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学習理論と評価のパラダイム変換	

行動主義	
認知主義	

（情報処理的アプローチ）	
構成主義	 社会構成主義	

主な理論家	 スキナー	 ガニエ	 ピアジェ	
ヴィゴツキー	

レイブとヴェンガー	

学
	
	
習

特徴	 学校化された学習	 真正な学習	

知識観	 知識は普遍的に真なもの	
知識は一人一人が自ら構成す

るもの	
知識は社会的な営みの中で構

成するもの	

学習観	 知識伝達	
学習者の事前知識から事後知

識への質的な変化	

学習者の事前知識から事後知
識への質的な変化（共同体の
社会的な営みを通した内化）	

主体	 教師中心	 学習者中心	

学習者の態度	 受動的	 能動的・自律的	

学習課題	 学校化された課題	 真正な課題	

情報システムへ
の適用	

ＣＡＩ	
ティーチング・マシン	

知的ＣＡＩ	
知的チュータリング・システム	
エキスパート・システム	

ＬＯＧＯ	
マインドストーム	

ＣＳＣＬ	
ｅラーニング	

評
	
	
価

特徴	 学校化された評価	 真正な評価	

評価期間	 ある時点	 継続的	

評価形態	 テストの客観的な評価	 学習者のパフォーマンス（学習成果物など）の主観的な評価	

評価される対象	 テストの点数を重視	 学習活動のプロセスを通した学習成果物や記録を重視	

評価の在り方	 学習と切り離された評価	 学習に埋め込まれた評価	

評価方法	

テスト	 ポートフォリオ	

能力測定	
学習プロセス同定と	
診断的評価	

セルフ・アセスメント	
ピア・アセスメント	

（専門家による）他者評価	

(森本康彦”ｅポートフォリオの理論と実際”,教育システム情報学会誌,Vol.25,No2,pp.245-263,2008.)	
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ポートフォリオの広まり	

•  「総合的な学習の時間」での課題解決型の学
習とともに広まる	

– 調べる・まとめる・発表する学習の成果物を蓄積	

（森本康彦,	“日本教育工学会におけるeポートフォリオ研究の変遷と動向”,日本教育工学会,	2012.）	
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紙ベースのポートフォリオ	
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eポートフォリオにおける成果物	

(西岡加名恵,”中央教育審議会高大接続特別部会(第７回配布資料)”,文部科学省2013)	
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ポートフォリオを活用した学習	

わかった！	
　なるほど！	

評価（アセスメント）	
すること自体が学
習・成長そのもの
である	

メタ認知の促進	

（森本康彦,	“高等教育におけるeポートフォリオの最前線”,	システム制御情報学会誌,	Vol.55,	No.10,	pp.	23-29,	2011.）	
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自己評価の本質的な意味での可能性	

•  自分自身を振り返って自分なりに吟味してみる
機会を与える。	

•  外的な評価の確認を伴った形でなされるならば、
独りよがりでない客観的な妥当性を持つ自己認
識を成立させる。	

•  自己評価の項目や視点により、これまで意識し
ていなかった面に新たに気づき、そこに潜む問
題点を明確化することができる。	

•  自己感情を喚起し、深化する。	
•  自分の次のステップについて新たな決意、新た

な意欲を持つ。	
	

（梶田叡一,”教育評価［第２版補訂２版］”,有斐閣双書,2010）	
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相互評価のよさ	

•  学習者をより自律的にさせ、学習動機を高める。	
•  他の学習者の意見は、テストによる単なる点数以上に

学習者の内省を促進する。	
•  他の学習者を評価することにより、相手の成果から学

んだり、自己の内省を促すことができる。	
•  学習者同士からのフィードバックは理解しやすく、教師

が考えつかないような有用でバラエティに富むフィード
バックが期待できる。	

•  教師が一人で採点を行うよりも、多人数で評価を行った
方が信頼性が高くなる。	

相互評価は、さらなる自己評価へつながる	

（植野真臣,”知識社会におけるeラーニング”,培風館	2007)	
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ポートフォリオを活用した学習	

わかった！	
　なるほど！	

評価（アセスメント）	
すること自体が学
習・成長そのもの
である	

メタ認知の促進	

（森本康彦,	“高等教育におけるeポートフォリオの最前線”,	システム制御情報学会誌,	Vol.55,	No.10,	pp.	23-29,	2011.）	
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紙ベースのポートフォリオの限界	

【紙ベースのポートフォリオの問題点】	
– 一度作成したポートフォリオは編集・統合がしにくい	
– 動画や音声に対応できない	
– 量が多くなるとかさばる	
– 欲しいポートフォリオを探すのが一苦労	
– 年とともに風化する	
– 保管場所まで赴く必要があり、評価活動がしにくい	

(小川賀代・小村道昭編著,”大学力を高めるeポートフォリオ”,電機大出版局,2012)	

→　eポートフォリオを活用することで解決	
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eポートフォリオシステム	

タイプ	 説明	 例	

Web2.0サービス	 Web2.0の技術を用いたWebベースのシステムで，ブ
ログツールやソーシャルネットワークサービス（SNS）
など，インフォーマル・ラーニングの促進に効果的と
いわれる.	

WordPress	
Facebook	
GoogleDocs	

CMS(Contents 
management System)	

Webコンテンツを構成するテキストや画像，レイアウ
ト情報などを一元的に保存・管理するサイトを構築
することで，eポートフォリオとしてのデジタルコンテン
ツの管理を行うシステム．	

Xoops	
Movable Type	

LMS(Learning 
Management System)	

eラーニング用の教材を配信したり，学習履歴や進
捗を管理する学習管理システム．学習成果物の蓄
積・管理や学習者同士の議論を行うための会議室
などeポートフォリオ活動を支援可能な機能が標準
で装備されているものが多くある．	

BlackBoard	
Moofolio	
WebClass	

eポートフォリオ・ 
　マネジメント・システム	

eポートフォリオを効率よく効果的に蓄積・活用する
ために開発された専用システム．	

Mahara	
Sakai/OSP	
PebblePad	

(森本康彦,	“高等教育におけるeポートフォリオの最前線”,	システム制御情報学会誌,	Vol.55,	No.10,	pp.	23-29,	2011.)	
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eポートフォリオを活用した授業実践	

•  今年度の「社会と情報」	
•  １年次生対象　各クラス４０名	
•  使用しているシステム　Mahara	
　　　　東京学芸大学森本研究室に運営協力	
•  システムの使い方　１時間弱	
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eポートフォリオ活用の目的	

情報教育研究会	in	江戸川大学	

(森本康彦,”eポートフォリオの活用と普及のための要件(1)~(3)”,文部科学通信No304~306,2012)	



eポートフォリオシステムの活用①	

•  紙の学習	
　　成果物の蓄積	
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eポートフォリオシステムの活用②	

•  ワープロによる学習成果物の蓄積	
•  相互評価	
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eポートフォリオシステムの活用③	

•  システムを利用した学習記録	
•  自己評価（振り返り）	
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eポートフォリオシステムの活用④	

• グループの話し合いの記録	
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eポートフォリオシステムの活用⑤	

•  生徒の意見や考えの集約	
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eポートフォリオシステムの活用⑥	

•  ティーチングポートフォリオ	
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eポートフォリオシステムを	
活用した授業の考察①	

【利用しやすさ】	
　　☆　短時間の説明で利用できる	
　　☆　生徒の多数は使いやすく感じている	
　　　　（紙よりもよいと感じている生徒もいた）	
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eポートフォリオシステムを	
活用した授業の考察②	

【利用の難しさ】	
　　★　授業設計はシステムが支援するわけで

はない	
　　★　生徒が自己評価・相互評価を効果的に	
　　　　行うようにすることが難しい	
　　★　授業を受けている生徒が多いと	
　　　　　教師からのフィードバックが難しい	
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まとめ	

•  eポートフォリオが求められる背景	

•  情報科の授業におけるeポートフォリオの活用	

•  eポートフォリオ活用についての考察	
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今後の予定	

•  １年間通してeポートフォリオシステムの活用
を行う。	

•  自己評価・相互評価をより効果的に行うため
の方法を検討する。	
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